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景
気
の
行
方

　
物
流
を
見
る
と
経
済
の
行
方
が
分
か
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
地
元
北
陸
自
動
車
道
は
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
車
の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
名
神
高
速
道
路
は
意
外
に
も
ス
イ
ス
イ

と
走
れ
る
よ
う
で
す
。

　
ア
ジ
ア
方
面
の
国
際
線
も
ラ
ウ
ン
ジ
は
満
席
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
若
干
の
空
席
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
で
も
現
地
の
空
港
は
多
く
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
お
り
、

人
々
全
体
の
動
き
は
変
わ
ら
ず
活
発
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
東
京
都
心
の
飲
食
店
で
は
当
日
予

約
が
出
来
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
部
の
富
裕
層
の
動
き
が
や
や
鈍
く
な
り
、
普
通
の
人
々
が
よ
り
元
気
に
働
い
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
増
税
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界
情
勢
と
景
気
を
判
断
す
る
要
素
は
尽
き
ま
せ
ん
。

「
過
剰
に
反
応
せ
ず
、
素
早
く
判
断
す
る
。」
難
し
い
で
す
ね
。
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そ
の
大
枠

　
建
設
業
、
造
船
・
船
用
工
業
、
自
動

車
整
備
業
、
航
空
業
、
宿
泊
業
、
介
護
、

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
農
業
、
漁
業
、

飲
食
料
品
製
造
業
、
外
食
業
、
素
形
材

産
業
、
産
業
機
械
製
造
業
、
電
子
・
電

気
機
器
関
連
産
業
の
１
４
業
種
で
の
単

純
労
働
を
含
め
た
就
労
を
認
め
る
「
特

定
技
能
１
号
」
と
、
建
設
業
、
造
船
・

船
用
工
業
、
自
動
車
整
備
業
、
航
空
業
、

宿
泊
業
の
５
つ
の
業
種
で
家
族
滞
在
や

在
留
期
間
更
新
が
可
能
な
「
特
定
技
能

２
号
」
が
新
設
さ
れ
た
。

ス
キ
ル
が
認
め
ら
れ
れ
ば

長
く
滞
在
で
き
る

　
日
本
語
能
力
の
水
準
、
高
い
専
門
性

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
在

留
期
間
の
上
限
廃
止
や
家
族
帯
同
を
認

め
る
在
留
資
格
へ
移
行
す
る
法
整
備
も

行
わ
れ
始
め
て
い
る
。

　
特
に
顕
著
な
特
徴
は
、
語
学
と
専
門

性
が
あ
れ
ば
単
純
労
働
的
要
素
で
の
就

労
が
認
め
ら
れ
た
事
と
、
条
件
に
よ
っ

て
家
族
帯
同
と
滞
留
延
長
が
認
め
ら
れ

る
点
で
あ
る
。

　
現
在
、
企
業
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る

の
は
「
外
国
人
技
能
実
習
生
」
制
度
で

あ
り
、
在
留
期
間
は
３
期
に
わ
た
り
、

第
１
期
（
第
１
号
）
は
１
年
、
第
２
期

（
第
２
号
）
は
２
年
、第
３
期
（
第
３
号
）

は
２
年
と
最
長
で
５
年
間
の
実
習
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
期
毎
に
は
、
所
定
の
技

能
評
定
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
前
提

で
あ
る
。

　
基
本
原
則
と
し
て
は
該
当
職
種
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
単
純
労
働
は
認
め
ら

れ
て
は
い
な
い
。
特
に
、第
３
号
は「
優

良
な
管
理
団
体
・
実
習
実
施
者
に
限
定

し
た
拡
充
措
置
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
高
度
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
滞
在
延
長
で
あ
る
が
終
了
後

も
日
本
で
働
く
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
特
定
技
能
に
認
定
さ
れ
る
に
は
試
験

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
技
能
実
習

生
を
特
定
技
能
へ
振
り
替
え
る
事
も
検

討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

よ
り
細
分
化
さ
れ
て

幅
が
広
が
る

　
前
記
以
外
で
雇
用
出
来
る
の
に
は
２

種
類
の
対
応
が
あ
る
。

　
第
１
は「
資
格
外
活
動
」だ
。「
留
学
」

や
「
家
族
滞
在
」
と
い
う
在
留
資
格
で

は
労
働
は
出
来
な
い
が「
資
格
外
活
動
」

と
い
う
許
可
を
取
る
こ
と
で
週
２
８
時

間
以
内
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
出
来
る
。

　

第
２
は
「
活
動
類
型
資
格
」。
そ
れ

ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
活
動
を
行
う
事
で
日

本
に
在
留
す
る
こ
と
が
出
来
る
資
格
で

あ
る
。

　
外
国
語
を
使
用
す
る
業
務
、
外
国
料

理
の
調
理
師
、
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、

ダ
ン
サ
ー
等
の
日
本
人
と
し
て
技
量
を

発
揮
出
来
な
い
分
野
で
の
在
留
資
格
だ
。

た
だ
し
、
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の

で
、
調
理
人
と
し
て
来
日
し
て
通
訳
と

し
て
活
動
を
す
る
事
は
出
来
な
い
。

外
国
人
労
働
者
の

生
活
の
変
化

　
日
本
で
外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
に

は
、
日
本
国
内
で
の
最
低
賃
金
法
が
適

応
さ
れ
る
の
で
、
同
じ
労
働
時
間
で
自

国
賃
金
の
数
倍
の
給
料
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
だ
。

　
従
来
は
残
業
が
無
い
と
不
満
が
出
て

い
た
が
、
近
頃
は
残
業
が
あ
る
事
が
不

満
と
な
っ
て
き
て
い
る
面
も
あ
る
。
現

在
は
、
家
族
に
仕
送
り
を
す
る
為
に
来

日
し
た
時
代
か
ら
、
日
本
の
生
活
を
謳

歌
す
る
人
々
も
少
な
く
な
い
。

彼
等
に
平
穏
な
日
々
を

　
こ
の
よ
う
に
世
界
情
勢
が
移
民
の
受

け
入
れ
云
々
と
騒
が
れ
始
め
た
中
で
、

日
本
は
急
ピ
ッ
チ
で
労
働
環
境
の
整
備

を
始
め
て
い
る
。

　
単
純
労
働
も
認
可
さ
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
で

働
く
ア
ジ
ア
人
が
定
期
的
に
移
動
す
る

状
況
が
な
く
な
り
、
彼
等
も
様
々
な
違

法
行
為
に
怯
え
る
日
々
が
無
く
な
る
事

を
願
い
た
い
。

　
日
本
社
会
に
馴
染
も
う
と
一
生
懸
命

働
く
姿
は
応
援
し
て
あ
げ
た
く
な
る
。

そ
の
中
で
も
法
整
備
が
整
え
ら
れ
て
く

る
に
従
っ
て
、
外
国
人
労
働
者
の
密
度

は
高
く
な
る
。
有
名
チ
ェ
ー
ン
店
に
日

本
人
は
一
人
と
し
て
存
在
せ
ず
、
外
国

人
が
自
国
語
で
大
き
な
声
で
喋
っ
て
い

る
歪
な
状
況
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
管
理
者
で
あ
る
日
本
人
の
能
力
が
問

わ
れ
る
の
か
、
そ
れ
も
国
際
社
会
で
は

仕
方
の
な
い
事
と
し
て
日
本
人
が
飲
み

込
む
の
か
は
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

人
間
同
士
の
新
し
い
共
存
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
る
。

　
情
報
は
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
る
。
外

国
人
の
雇
用
に
関
し
て
は
関
係
機
関
へ

問
い
合
わ
せ
が
必
須
で
あ
る
。

コラム
column 

　人手不足を外国人労働者で補おうとする新在留
資格の創設を柱とする入国管理法の改正案が成立
し、今年の 4 月 1 日からの施行が決定した。



　
日
本
の
人
口
は
減
少
し
て
も
、
世
界

の
人
口
は
7
0
億
人
（
2
0
1
1
年
）

か
ら
9
0
億（
2
0
5
0
年
）
に
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
地
球
は
温

暖
化
に
よ
り
砂
漠
が
増
え
て
き
て
い
る
。

一
番
危
惧
さ
れ
て
い
る
問
題
点
は
食
糧

需
給
で
あ
る
。
未
来
を
見
据
え
て
開
発

さ
れ
る
新
し
い
技
術
に
注
目
し
て
み
る
。

G
P
S
を
使
っ
て
生
産
効
率
ア
ッ
プ

　
サ
テ
ラ
イ
ト
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
と
言
わ

れ
る
人
工
衛
星
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
て

農
場
の
効
率
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

る
。
気
象
衛
星
の
情
報
や
土
壌
に
含
ま

れ
る
窒
素
や
リ
ン
の
含
有
量
を
測
定
し

て
、
一
番
生
産
性
が
高
く
な
る
よ
う
に

農
場
の
場
所
と
生
産
す
る
農
作
物
を
決

定
す
る
。

 

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
大
規

模
か
ら
小
規
模
な
面
積
で
の
管
理
に
移

る
こ
と
で
種
子
や
肥
料
や
農
薬
を
無
駄

な
く
使
う
事
が
出
来
る
。

　
個
人
レ
ベ
ル
で
は
ド
ロ
ー
ン
の
登
場

で
農
業
が
変
わ
っ
て
き
た
。
誰
で
も
手

軽
に
農
地
を
上
空
か
ら
撮
影
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

　

病
気
の
部
分
や
生
育
が
悪
い
場
所
を

正
確
に
特
定
し
て
、
G
P
S
を
使
い
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
対
応
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。

食
料
廃
棄
量
を
削
減
す
る

　
節
分
の
「
恵
方
巻
き
」
で
廃
棄
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
為
だ
け
で
は
無
い
が
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
や
無
料
イ
ベ
ン
ト
で
食
料
品
を
配
布

す
る
試
み
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

　
「
無
料
ス
ー
パ
ー
」と
言
う
N
P
O
法

人
で
は
基
本
は
０
円
で
あ
り
、
会
場
内

に
募
金
箱
を
設
置
し
て
運
営
活
動
を
し

て
い
る
。
外
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
キ
ャ

ン
セ
ル
に
よ
る
食
料
廃
棄
が
問
題
と

な
っ
て
き
て
お
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た

場
合
に
メ
ー
ル
で
新
規
募
集
す
る
シ
ス

テ
ム
や
会
員
制
に
す
る
試
み
も
始
ま
る
。

地
産
地
消
の
ス
ス
メ

　
食
料
生
産
が
工
業
化
さ
れ
て
き
た
現

在
で
は
、
人
々
は
逆
に
自
ら
が
口
に
す

る
食
べ
物
に
は
注
意
を
し
て
い
る
。　

　
「
地
産
地
消
」の
か
け
声
の
も
と
、
地

元
の
食
材
や
牧
草
で
育
て
ら
れ
た
牛
や

平
飼
い
さ
れ
た
鶏
を
地
元
の
店
に
供
給

す
る
こ
と
で
、
顔
の
見
え
る
食
物
を
供

給
し
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
特
定

コ
ー
ス
は
シ
ェ
フ
お
勧
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を

作
成
し
、
お
得
で
美
味
し
い
料
理
が
食
べ

ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

3
D
プ
リ
ン
ト
と
疑
似
食
品

　
工
業
系
分
野
で
は
当
た
り
前
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
3
D
プ
リ
ン
タ
ー

が
、
食
品
業
界
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

砂
糖
を
素
材
に
し
た
彩
り
と
形
の
華
や

か
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
の
制
作
や
、

衛
生
面
が
重
要
な
宇
宙
食
で
は
粉
か
ら

ピ
ザ
を
作
り
出
す
取
り
組
み
も
な
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル・バ
ー
ガ
ー

は
全
く
肉
を
使
わ
な
い
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

で
、
牛
肉
バ
ー
ガ
ー
に
比
べ
て
水
は

1
⁄
4
、
土
地
は
1
⁄
2
0
、
C
O
2

も
1
⁄
8
と
環
境
に
優
し
い
が
、
味
は

牛
肉
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

食
品
工
場

　
工
場
内
で
食
品
を
生
産
す
る
シ
ス
テ

ム
が
確
立
し
て
い
る
。「
マ
イ
タ
ケ
」

等
の
菌
を
使
用
す
る
食
材
は
環
境
外
乱

の
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
１
０
０
％

空
調
管
理
さ
れ
た
工
場
で
生
産
さ
れ
る
。

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
使
用
さ
れ
る
葉
物
野

菜
も
害
虫
等
の
混
入
を
防
ぐ
た
め
に
工

場
内
生
産
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
中
東
で
は
都
市
近
郊
に
野
菜
工
場
を

建
て
て
「
地
産
地
消
」
の
食
材
供
給
を

行
い
始
め
た
。

　
人
間
の
生
活
と
食
は
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
る
。
昔
に
比
べ
れ
ば
、
人
々
が

食
べ
る
量
は
増
え
て
い
る
の
に
、
仕
事

の
内
容
は
肉
体
労
働
か
ら
頭
脳
労
働
に

移
っ
て
い
る
。

　
ト
ヨ
タ
の
カ
ン
バ
ン
方
式
で
は
な
い

が
、
今
一
度
、
自
分
た
ち
の
食
生
活
を

見
直
し
て
「
今
の
体
に
必
要
な
物
を
冷

蔵
庫
の
中
か
ら
必
要
な
分
だ
け
供
給
す

る
」
レ
シ
ピ
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
が

開
発
さ
れ
る
日
も
遠
く
な
い
だ
ろ
う
。

食と科学
HI-COOKING



本社・工場　　　TEL  076（275）8159
水島研究所 　　  TEL  076(277)8159
東京営業所　　　TEL  03（3453）8159
大阪営業所　　　TEL  06（7662)8159
福岡営業所　　　TEL  092（574）1802

〈代理店〉
北海道地区（有）ヤスダ TEL  011（785）1768
東北地区（有）明恒装設 TEL  022（363）2521
千葉地区（株）京葉フーズマシーン TEL  043（262）8466
静岡地区（株）SK システム TEL  054（281）8581

〈関連会社〉
（株）HI-COOK　　　　　　　　    TEL (+81) 76（293)8159
韓国アサヒ装設（株 ）                    TEL (+82)  31（695）7911
HI-COOK（Thailand）Co.,Ltd.       TEL (+66)  2（136）3180
Asahi Sosetsu(Thailand) Co.,Ltd.       TEL (+66) 2（136）7487

　JR 田町駅から芝浦エリアへ徒歩 1 ２分。高層ビ
ルが立ち並ぶ都会的な空間、スポーツセンター、カ
フェ、コミュニティスペースなど近代的でお洒落な
建物が続き、通勤時には多くの会社員や学生が先を
急ぎます。情報・モノ・人が集結し、世界的にも「美
食都市」と称される東京に活動拠点を構え、国内外

の市場トレンド、顧客ニーズに迅速に対応する “ お
い し さ 作 り の パ ー ト
ナー ” として日々業務
に取り組んでいる、明
るく活気あるオフィス
です。

期間：2019 年 2 月 20 日( 水曜日 ) ～ 23 日（土曜日）
場所：幕張メッセ

第 2回　東京営業所（東京都港区）

　　　・サーボモーター仕様で確実な運転動作。
　　　・滞溜燃焼方式でエネルギーコストを低減。
　　　・独自の反転機構で食用油の張込使用量を減少。
　　　・イーストドーナツ、ケーキドーナツに対応。

　　　・インピンジメント方式の熱風オーブン。
　　　・蒸気加湿でしっとりふんわりと焼き上げる。
　　　・上下独立の大容量循環ファンで焼き目もくっきり。
　　　・オプションの露点制御で安定した品質を確保。

＊入場券は各展示会ホームページから入手出来ます。
＊国際ホテレス & 厨房機器展も開催中。（同時開催は 20 日から 22 日まで）

ホテレス＆厨房機器展
会期：2 月 19 日～ 22 日
場所：東京ビッグサイト
https://www.jma.or.jp/hcj/

モバックショウ
会期：2 月 20 日～ 23 日
場所：幕張メッセ
https://www.mobacshow.com

幕張／東京

ドーナツ用
フライヤー
　F I 型

汎用
エアーフォース
オーブン
ＩＭＰＭ型

同時
開催

 株式会社フライテクノ様の小間に協賛出展をいたします。

 シャトルバス運行

[ 会場間の無料送迎バス運行について ]
国際展示場駅：08：00 ～ 17：30　最終日～ 13：00
東京ビッグサイト　東 3・6 ホール前：11：00 ～ 17：30　最終日～ 13：00

HI-COOK グループ　拠点紹介リレー




